


　

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

戦
後
、
低
下
傾
向
が
続
き
、
出
生

数
も
昭
和　

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

４８

傾
向
で
す
。

　

平
成　

年
の
合
計
特
殊
出
生
率

１５

は
、
国
が
１
・　

、
長
野
県
が
１
・

２９

　

、
東
御
市
で
は
１
・　

で
、
人

４４

５６

口
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
と
さ
れ
る

２
・　

に
は
程
遠
い
の
が
現
状
で

０８

す
。

　

少
子
化
は
、
子
ど
も
同
士
の
ふ

れ
あ
い
の
機
会
が
減
少
し
、
自
主

性
や
社
会
性
が
育
ち
に
く
く
な
る

と
い
う
問
題
を
は
じ
め
、
社
会
の

活
力
の
低
下
、
経
済
・
社
会
保
障

へ
の
影
響
な
ど
様
々
な
社
会
経
済

へ
の
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

出
生
率
の
低
下
の
背
景
と
し
て
、

晩
婚
や
非
婚
化
に
加
え
、
夫
婦
の

出
生
力
の
低
下
と
い
う
新
し
い
現

象
が
見
ら
れ
、
少
子
化
が
今
後
一

層
進
行
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

１５歳から４９歳までの女性の年齢別出生率を合計した数値で
１人の女性が生涯に産む子どもの数の平均を示します。（ ）

　

こ
の
計
画
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
健
や
か
に
成
長
で
き
る
こ
と

を
願
い
、「
み
ん
な
が
育
ち
輝
く

東
御
」
を
目
指
し
て
、
楽
し
く
子

育
て
が
で
き
る
、
そ
し
て
み
ん
な

で
支
え
合
う
子
育
て
支
援
事
業
を

推
進
し
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
計
画
期
間
は
、
前
期
計

画
と
し
て
平
成　

年
度
か
ら　

年

１７

２１

度
ま
で
の
５
年
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
事
業
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

　

子
育
て
ガ
イ
ド
の
作
成
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
ひ

ろ
ば
」「
み
ま
き
未
来
館
」
の
運
営
、

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば
事
業
、
子
育
て

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
、
保
育
事
業
の
充

実
（
早
朝
保
育
、
延
長
保
育
、
未

満
児
保
育
、
一
時
保
育
、
休
日
保

育
、
病
児
保
育
等
）、
保
育
園
・
幼

稚
園
の
園
開
放
、
保
育
キ
ー
パ
ー

設
置
、
児
童
館
の
運
営
、
青
少
年

育
成
協
議
会
活
動
、
公
民
館
活
動
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
プ
ラ
ン

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」、

友
遊
ク
ラ
ブ
事
業
、
ジ
ュ
ニ
ア
野

外
体
験
学
校
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
乳
幼
児
・

産
婦
訪
問
指
導
事
業
、
母
乳
相
談

事
業
、、
離
乳
食
教
室
、
子
ど
も
の

料
理
教
室
、
食
育
の
推
進
、
乳
児

と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
、
高
校

３
年
生
の
生
活
力
教
室
、
家
庭
教

育
通
信
事
業
、
乳
幼
児
母
親
学
級

「
た
け
の
こ
学
級
」、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
、
も
う
す
ぐ
マ
マ
パ

パ
学
級
、
父
親
の
子
育
て
教
室
、

家
庭
児
童
相
談
員
・
母
子
自
立
支

援
員
の
設
置
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
事
業
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
補
助
事
業
、
教
育
資
金
利

子
補
助
事
業
、
児
童
手
当
支
給
事

業
、
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
給
付
事

業
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

行
動
計
画
の
概
要

　私は、子育てサポー

ターとして審議会に参加

させていただきました。

行動計画にある内容は、

各課にある子育てに関わ

るもの全てが盛り込まれ、

多岐にわたっています。

　会議を通じて、これら全ての事業が名ばかり

でなく、中身の濃い、より充実したものになっ

て欲しいと感じました。

　例えば、最近では学校内外での児童殺傷事件、

通学路で知らない人から声をかけられる事件が

以前よりも多発しています。行動計画では「交

通安全施設の整備事業」にあたりますが、行政、

学校、地域が一体となって見直すなど取り組ん

で欲しいです。

　いい行動計画を作っていただいたので、もっ

と分かりやすくしたパンフレットを作って配布

できるといいと思います。

　平成１６年度市保護者会

連合会会長として、東御

市子育て支援審議会委員

を務めさせていただきま

した。

　この計画を作る会議は

３回行われたのですが、参加者のみなさんは熱

心に子育てのことについて議論しました。この

計画はソフト事業が多く、いろいろな人たちへ

のケアやサポートする事業が盛り込まれていま

す。現代社会は、子育て、仕事、子の病気・参

観、などどれをとっても家族の協力・地域との

交流が必要です。これらの計画を実りあるもの

にするためにも企業の理解や社会のサポートに

よりそれらを認められる社会になって欲しいで

す。

　少子化対策の事業として、例えば欲しくても

出来ない人たちへの相談や対策などもあると良

いと感じました。



 藤  沢 みすずさん（島川原）
ふじ さわ

 遼 大
りょう

   くん
た

　

私
は
上
田
市
出
身
で
す
が
、
東
御

市
の
子
育
て
支
援
は
す
ご
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
す
く
す
く
ひ

ろ
ば
」「
み
ま
き
未
来
館
」
を
い
つ

も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

行
動
計
画
を
見
た
感
想
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
あ
り
、
事
業
詳

細
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
一

時
保
育
以
外
で
使
え
る
と
い
う
事
で

需
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ゆ
う
ふ

る
ｔ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ａ
に
託
児
所
が
あ
る

と
も
っ
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
伸
び

伸
び
「
東
御
っ
子
」
の
育
成
事
業
は

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
内
で
の

こ
ど
も
同
士
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と

結
ぶ
こ
と
で
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

が
防
げ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
全

て
の
事
業
に
期
待
し
て
い
る
一
市
民

で
す
。

　カンガルーのお母さ

んのポケットのように、

居心地が良く温かい広

場にして行きたいとい

う願いを込め、7月よ

り始める「ぽけっとひ

ろば」・・・

　子育て支援センター

の設置されていない地区の公民館や児童館に子育て支援

センターの職員等が出向いて行き、集まった皆さんと楽

しく遊んだり、子育ての相談を受けたりします。育児の

孤立化や育児不安の解消、そして地域の仲間づくりにも

お役に立てたらと考えています。どうぞ、気楽にお出か

け下さい。たくさんの皆様の笑顔に会えるのを楽しみに

しています。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっととととととととととととととととととととととととととととととととひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業「ぽけっとひろば」事業
　保育園では、就労

形態の多様化に伴い、

日曜日・祝日に仕事

を持つ保護者の皆様

からの要望にお応え

して、４月１０日の日

曜日より田中保育園

で｢休日保育｣を始め

ます。市内の保育園（私立を含む）に在園する満１歳

以上の園児が利用でき、事前に登録していただくよう

になります。また原則としまして、利用された園児に

は、保護者の休みに合わせて平日（１週間当たり１日）

にお休みしていただきます。なお、在園していない子

どもさんでも、緊急時ややむを得ない場合にはお預か

りいたします。

｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育｢休日保育」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業事業

　

子
育
て
を
す
る
な
か
で
、
こ
れ
だ

け
は
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
育

て
な
が
ら
、
自
然
と
の
遊
び
方
を
教

え
て
い
き
た
い
の
で
す
。
自
分
自
身

も
自
然
が
多
い
と
こ
ろ
で
育
っ
て
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
自
然
に

多
く
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
っ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
体

験
は
子
か
ら
さ
ら
に
孫
へ
と
受
け
継

が
れ
て
い
く
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

行
動
計
画
の
中
を
み
る
と
「
ジ
ュ

ニ
ア
野
外
体
験
学
校
」
や
「
遊
友
ク

ラ
ブ
活
動
」
は
、
い
い
事
業
だ
と
思

い
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く

な
っ
た
ら
参
加
さ
せ
た
い
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極
的
に
進
め

て
、
子
育
て
が
し
や
す
い
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
市
に
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

 竹  鼻 　 誠 次   さん（常田）
たけ はな せい じ

琳   ちゃん　
りん

 嶺 祐
りょう

   くん
すけ

　
　
　
　
　

子
ど
も
を
安
心
し

て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
健
や
か
に
成
長
で
き
る
こ

と
を
願
い
、「
み
ん
な
が
育
ち

輝
く
東
御
」
を
目
指
し
て
計
画

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
の
基
本
は
家
庭
に
あ

る
と
い
う
認
識
の
下
に
、
子
ど

も
は
社
会
の
宝
物
で
あ
り
、
み

ん
な
で
支
え
あ
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

家
庭
・
地
域
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・

学
校
・
企
業　

等
社
会
全
体
で
、

行
動
計
画
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
の
推
進
に
あ

た
り
、
市
役
所
の
全
庁
的
な
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
住

民
の
声
を
お
聞
き
し
、
各
年
度

ご
と
に
実
施
状
況
を
把
握
・
点

検
し
、
そ
の
後
の
対
策
の
実
施

や
計
画
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
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東
御
市
議
会
第
一
回
定
例
会

3
月
1
日
か
ら　

日
ま
で
開
会
。　

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

２３

５４

  
市
長
施
政
方
針

　
　
　
　

演
説
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抜
粋
）

　

新
市
東
御
市
が
発
足
し
て
一
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

課
題
は
あ
る
も
の
の
、
ま
ず
は
順

調
な
ス
タ
ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
東
御
市
が
実

１７

質
的
に
歩
み
出
す
年
で
あ
り
「
市

づ
く
り
元
年
」
と
捉
え
て
お
り
、

議
会
と
連
携
し
、
さ
ら
に
は
市
民

の
皆
様
の
声
を
聞
く
中
で
市
政
運

営
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
予
算

17

　
　

（
詳
し
く
は
2
〜
9
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
  
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
を
は
じ

１７

め
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、
約

2
2
8
億
1
4
8
5
万
円
、
企
業

会
計
予
算
の
総
額
は
、
約　

億
9

２４

7
6
6
万
円
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
1

3
4
億
3
7
0
0
万
円
で
あ
り
、

前
年
度
よ
り　

億
6
5
0
0
万
円
、

13

9
・
2
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
年
度
予
算
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
、
減
税
補
て
ん

債
の
借
り
換
え
、
土
地
開
発
公
社

へ
の
貸
付
金
が
無
い
こ
と
、
更
に

は
、
職
員
退
職
手
当
組
合
か
ら
の

積
立
返
還
金
6
億
5
０
０
０
万
円

余
り
が
無
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

歳　
　

入

　

歳
入
の
1
位
を
占
め
る
地
方
交

付
税
の
総
額
は
、　

億
4
6
0
0

41

万
円
、
前
年
度
対
比
2
億
2
6
0

0
万
円
、5
・
8
％
の
増
で
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
は
、
総
額　

億
36

6
9
6
0
万
円
、
前
年
度
対
比
4

6
8
0
万
円
、
1
・
3
％
の
増
で

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
特

例
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
地

方
債
の
借
り
入
れ
は　

億
5
2
8

18

0
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
総
体

の
財
源
不
足
に
充
当
す
る
財
政
調

整
基
金
は
、
3
億
8
3
0
0
万
円

を
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 　

歳　
　

出

　
　

年
度
の
合
併
補
助
金
事
業
に

１７
つ
い
て
は
、
北
御
牧
地
区
の
地
籍

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
作
成

委
託
事
業
を
実
施
し
、
合
併
特
例

交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
図
書

館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
と
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
作

成
事
業
の
２
つ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
債
事
業
に
つ

い
て
は
、
排
ガ
ス
高
度
化
処
理
施

設
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
除
去
す
る

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
）
整
備
負
担
金
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
建
設
事
業
、

丸
山
晩
霞
記
念
館
建
設
事
業
と
市

道
改
良
等　

事
業
を
計
画
に
盛
り

１５

込
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

１６

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
は
、
丸
山
晩
霞
記
念
館
建
設
事

業
、
田
中
駅
南
口
整
備
に
か
か
る

設
計
費
、
羽
毛
山
公
営
住
宅
建
設

設
計
委
託
の
ほ
か
、
私
立
学
校
対

策
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

３月１日に行
われた第一回
定例会にて施
政方針演説を
する土屋市長

そ
し
て
、
東
御
市
の
歌
を
小
坂
明

子
さ
ん
に
依
頼
し
ま
し
た
。
小
坂

さ
ん
と
言
え
ば
「
あ
な
た
」
の
大

ヒ
ッ
ト
で
ご
記
憶
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
先
日
当
市
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。
と
も
か

く
、
楽
し
く
歌
え
て
躍
れ
る
曲
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
夏
は
市
民
み
ん
な
で
楽
し
く

歌
っ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。

た
く
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

知
的
障
害
と
い
う
と
、
本
人
も

家
族
も
、
と
か
く
家
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
雰

囲
気
を
一
掃
し
た
の
が
、
今
回
の

S
O
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
機
会
に
知
的
障
害
者
へ
の

理
解
が
進
め
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
東
御
市
が
発
足
し
て
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
一
体
感
醸

成
の
た
め
の
施
策
を
い
ろ
い
ろ
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
、

東
御
市
の
歌
の
委
託
業
者
が
複
数

の
候
補
の
中
か
ら
決
ま
り
ま
し
た
。

も
の
の
、
「
精
一
杯
頑
張
っ
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
報
告

を
聞
き
、
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
、
知
っ
て
い

る
も
の
と
し
て
安
心
す
る
と
同
時

に
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

期
間
中
、
い
ろ
ん
な
国
の
ア
ス
リ

ー
ト
た
ち
と
の
交
流
も
積
極
的
に

で
き
た
と
の
こ
と
。
人
間
と
し
て

も
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

目
標
を
お
聞
き
す
る
と
「
二
年
後

に
行
わ
れ
る
夏
の
大
会
を
目
指
し

て
練
習
に
励
み
た
い
」
と
の
こ
と
、

　

日
本
で
初
め
て
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
（
S
O
）
へ
出

場
し
た
東
御
市
出
身
の
関
智
徳
選

手
が
結
果
報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し

た
。
風
邪
で
や
や
体
調
を
崩
し
た
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特
別
会
計
予
算

　

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

合
わ
せ
て　

会
計
で
予
算
総
額
約

１０

　

億
7
7
8
5
万
円
と
な
っ
て
い

93ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
予
算

　

公
営
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

水
道
事
業
は
引
き
続
き
独
立
採
算

の
主
旨
を
基
本
に
、
安
定
給
水
と

有
収
率
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に

必
要
な
施
設
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
予
算
の
総
額
は　

億
１０

8
3
9
万
円
で
す
。

　

市
民
病
院
事
業
会
計
は
、　

年
１７

度
か
ら
診
療
所
特
別
会
計
を
統
合

し
、
予
算
総
額
は　

億
8
9
2
8

14

万
円
で
、
引
き
続
き
診
療
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
土
地
開
発
公
社
に
対
す

る
債
務
保
証
で
す
が
、
市
の
債
務

保
証
限
度
額
は　

億
円
で
前
年
度

６５

よ
り
2
億
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
浅
間
山
麓
総
合
開
発

株
式
会
社
の
損
失
補
償
に
か
か
る

債
務
負
担
行
為
額
を
、
6
億
5
8

0
0
万
円
を
限
度
と
し
て
予
算
計

上
し
ま
し
た
。

　

条　

例

　
　
　

（
新
設
４
、
一
部
改
正　

）
１４

　

新
設
条
例
は
４
件
で
、
議
会
政

務
調
査
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
ほ
か
、
合
併
協
議
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
た
農
業
基
本
条
例
な
ど
を

新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

一
部
改
正
条
例
は　

件
で
す
。

１４

議
会
議
員
、
各
行
政
委
員
会
委
員

の
特
別
職
報
酬
額
に
つ
い
て
は
、

新
市
と
な
り
１
年
を
経
過
す
る
中

で
県
下　

市
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

１７

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
つ
い
て

一
定
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
に
つ
い
て
、
一
市
二
制
度
と

な
っ
て
い
た
も
の
を
一
本
化
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
国
保
財
政
の

安
定
化
の
た
め
、
税
率
の
引
き
上

げ
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
診
療
所

特
別
会
計
を
病
院
事
業
会
計
に
含

め
、
企
業
会
計
方
式
に
す
る
た
め

の
条
例
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

３月２３日に
行われた本
会議にて平
成１７年度予
算が承認さ
れた
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環
境
基
本
計
画
に
向
け
た
住
民
懇
談
会
が
開
催

と
う
み
の
こ
れ
か
ら
の
環
境
を
考
え
る
た
め
に　

人
が
参
加

１０５

　

３
月
１
日
〜　

日
の
間
、
市
内

１２

５
地
区
の
公
民
館
に
お
い
て
、
市

民
を
対
象
に
し
た「
住
民
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
東
御
市
の
将

来
の
環
境
を
守
り
、
育
て
る
た
め

の
「
環
境
基
本
計
画
」
を
作
成
す

る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
環
境
へ
の
想
い
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　

懇
談
会
は
、
参
加
者
全
員
に
意

見
を
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
自
、
東

御
市
の
「
好
き
な
と
こ
ろ
」、「
嫌

い
な
と
こ
ろ
」、「
望
む
こ
と
・
理

想
の
姿
」
を
紙
に
書
い
て
、
一
枚

の
模
造
紙
に
貼
っ
て
、
意
見
を
ま

と
め
る
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
東
御
市
の
自
然
や
景
観
が

好
き
」、「
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

人
情
が
良
い
」
な
ど
好
意
的
な
意

見
や
「
荒
廃
地
対
策
」、「
環
境
マ

ナ
ー
の
向
上
」、「
北
御
牧
か
ら
旧

東
部
町
へ
の
道
路
整
備
」、「
も
う

こ
れ
以
上
開
発
を
し
な
い
で
欲
し

い
」、「
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊

べ
る
施
設
整
備
」、「
警
察
署
の
設

置
」
な
ど
多
く
の
要
望
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
、　

月
に

11

実
施
し
た
「
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
と
合
わ
せ
て
、
環
境
基
本

計
画
の
計
画
案
づ
く
り
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
お
り
ま
す
。

　

先
人
が
の
こ
し

て
く
れ
た
こ
の
す

ば
ら
し
い
「
東
御

市
」
の
環
境
を
子

供
や
孫
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
今
後
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
る
環

境
行
政
を
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

北御牧地区で
の様子

とうみの環境についてどうしたらよいか、多くの意見が出された。
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市
内
小
中
学
校
の
先
生
の
人
事
異
動
を
紹
介

退
職
転
出
者
は　

名
、
転
入
者
・
新
規
採
用
者
は　

名

３３

３３

　　　　退職転出者（敬称略）
 田中小学校 
竹　内　俊　彦　（定年退職）
赤　川　陽　子　（丸子北小）
濱　崎　　　實　（丸子中央小）
山　邉　重　敏　（上田南小）
古　川　千代子　（上田北小）
 滋野小学校 
下　村　征　子　（定年退職）
 祢津小学校 
笠　原　富　重　（伊那北小）
竹　内　克　彦　（上田南小）
荒　井　香　代　（川辺小）
傳　田　伸　和　（玉川小）
花　井　みい子　（塩川小）
村　山　弘　子　（丸子中央小）
古　村　洋　子　（傍陽小）
 和小学校 
柳　沢　和　夫　（城下小）
油　科　健太郎　（田川小）
上　原　寿　子　（上田南小）
五　味　昭　一　（本原小）
山　口　裕　子　（上田北小）
武　田　直　美　（東塩田小）
 北御牧小学校 
中　島　民　夫　（浅科小）
川　井　昌　文　（野沢小）
長　岡　百合子　（和小）
 東部中学校 
笠　原　貴　典　（定年退職）
北　澤　茂　俊　（小川中）
滝　沢　克　子　（総合教育センター）
今　井　雅　人　（上田第一中）
武　捨　賢　治　（上田第五中）
南　澤　直　樹　（稲荷山養護）
柳　沢　成　雄　（真田中）
笠　原　貴　典　（定年退職）
 北御牧中学校 
馬　場　英　晃　（岩村田小）
半　田　　　尚　（御代田中）
掛　川　恵　理　（上田養護）

転入者・新規採用者（敬称略）
 田中小学校 
北　川　和　夫　（鬼無里中）
友　野　美和子　（飯山小）
赤　岡　愛　子　（丸子中央小）
田　丸　はるみ　（傍陽小）
竹　村　英　美　（村上小）
 滋野小学校 
星　野　直　美　（新採用）
 祢津小学校 
田　村　裕　子　（坂井小）
堀　内　英　里　（高島小）
岡　田　和　子　（上田北小）
両　角　理恵子　（川辺小）
竜　野　光　一　（青木小）
網　干　秀　子　（和田小）
 和小学校 
原　田　篤　穂　（長沼小）
山　下　　　博　（美南ガ丘小）
島　田　　　均　（上田北小）
小　泉　廣　子　（上田養護）
丸　山　順　子　（中塩田小）
滝　澤　幸　嗣　（上田南小）
長　岡　百合子　（北御牧小）
 北御牧小学校 
中　田　光　男　（穂高西小）
小　山　晃　生　（上田西小）
石　井　優　子　（城下小）
 東部中学校 
志　摩　千香子　（上田第四中）
江　本　綾　子　（松川中）
増　田　章　子　（丸子中）
荻　原　慶一郎　（上田養護）
桜　井　義　邦　（上田第一中）
宮　崎　　　茂　（稲荷山養護）
上　原　数　麻　（上田第五中）
 北御牧中学校 
五　味　房　子　（青年海外協力隊）
安　部　文　江　（浪合中）
龍　野　賢　一　（上田第一中）
山　口　千　春　（依田窪南部中）

よろしく
お願いします

ありがとう
ございました

転退職される先生方とのお別れ会の様子（祢津小学校）

　

市
内
の
小
中
学
校
の
先
生
方
の
人
事
を
紹
介
し
ま
す
。
退
職
者
・
転
出
者
は　

名
あ
り
、

３３

転
入
者
・
新
規
採
用
者
は　

名
あ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３３

　

な
お
、
市
役
所
の
人
事
は
、
5
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。



認
し
て
、
早
め
に
凍
結
防
止
の
準
備

を
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

１
、
結
防
止
帯
の
電
源
が
は
い
っ
て

　

い
ま
す
か
。

２
、
不
凍
栓
バ
ル
ブ
は
、
し
っ
か
り

　

機
能
し
ま
す
か
。

　

凍
結
防
止
対
策
と
し
て
は
、
水
抜

き
方
式
と
電
熱
方
式
が
一
般
的
で
す
。

○
水
抜
き
方
式

　

家
を
一
晩
以
上
留
守
に
す
る
と
き

は
、
家
の
外
に
あ
る
不
凍
栓
バ
ル
ブ

を
い
っ
ぱ
い
ま
で
閉
め
ま
す
。　

次

に
蛇
口
を
開
け
ま
す
。
こ
れ
を
や
る

事
に
よ
っ
て
、
管
の
中
の
水
が
抜
け

て
凍
ら
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

不
凍
栓
バ
ル
ブ
の
開
閉
が
、
半
開
き

や
中
途
半
端
で
す
と
、
管
の
中
に
水

が
残
っ
て
し
ま
い
凍
結
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
し
、
漏
水
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
こ
の
時
に
湯
沸
器
や
給
湯
器

に
つ
い
て
も
水
抜
き
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
熱
方
式

　

電
気
に
よ
る
凍
結
防
止
帯
を
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
耐
用
年
数
を

確
認
し
、
過
ぎ
た
物
に
つ
い
て
は
、

早
め
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
凍
結
や
破
裂
し
た
と
き

は
、
市
か
ら
配
布
さ
れ
る
カ
レ
ン
ダ

ー
に
、
毎
日
の
水
道
修
理
当
番
業
者

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
き
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

 
上
下
水
道
課
水
道
係 

　３月１６日、市内２中学校の卒業式
が行われ、計322人が卒業されまし
た。また、３月１７日には市内５小学
校の卒業式が行われ、計314人が卒
業されました。各小中学校での思い
出の１枚を掲載します。

 
３
月
号
V
O
I
C
E

　
　
　
　
  
へ
の
回
答
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
怒
・
哀
・
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
楽
」

　

3
月
号
V
O
I
C
E
「
市
民
歴
４

年
の
主
婦
さ
ん
」
に
回
答
し
ま
す
。

　

今
年
の
正
月
は
例
年
に
な
く
寒
さ

が
厳
く
、
水
道
指
定
業
者
の
皆
さ
ん

は
、
大
忙
し
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管

内
の
水
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ

た
り
、
と
き
に
は
、
水
道
管
が
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
凍
結
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
放
置
せ
ず
、
少
し

で
も
早
く
凍
っ
た
部
分
を
解
か
し
て

水
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー

並
び
に
蛇
口
な
ど
が
凍
結
し
た
り
、

破
裂
す
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、　

月
１２

に
入
り
ま
し
た
ら
、
次
の
こ
と
を
確

小中学校卒業式
スナップ

東部中学校

田中小学校

北御牧中学校

祢津小学校 滋野小学校

和小学校 北御牧小学校

誕生日おめでとう！（4 月生まれ）

 西  澤  優 羽   くん（海善寺北）
にし ざわ ゆ う

（3歳、H14.4.8生）

　砂遊びが大好きな優羽

くん。最近はお手伝いも

たくさんしてくれるね。

これからも元気いっぱい、

すくすく大きくなってね。

　
　

年　

月
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

０３

１１

所
入
所
者
宿
泊
拒
否
事
件
が
熊
本

県
・
黒
川
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
起
き

た
。
こ
の
事
件
が
報
道
さ
れ
る
と
、

社
会
か
ら
大
き
な
怒
り
の
声
が
起

き
た
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
側
が
形

式
的
な
が
ら
謝
罪
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
「
反

省
が
な
い
」
と
つ
っ
ぱ
ね
る
と
、

局
面
は
一
転
し
た
。
熊
本
県
だ
け

で
な
く
、
入
所
者
自
治
会
な
ど
に

も
中
傷
の
電
話
や
手
紙
が
殺
到
し

た
。
ホ
テ
ル
側
が
「
廃
業
」
を
発

表
す
る
と
、
再
び
自
治
会
へ
の
抗

議
が
殺
到
し
た
。
こ
の
事
件
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
理
解
不
足
と
、

元
患
者
へ
の
偏
見
の
根
強
さ
を
改

め
て
痛
感
さ
せ
た
。
顕
在
化
し
て

い
な
い
同
種
の
事
件
は
無
数
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

入
所
者
自
治
会
な
ど
に
殺
到
し

た
抗
議
の
存
在
こ
そ
が
正
面
か
ら

見
据
え
る
べ
き
問
題
の
本
質
だ
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
回
復
者
た
ち
が
同

情
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
控
え

め
に
暮
ら
す
限
り
に
お
い
て
は
、

こ
の
社
会
は
同
情
し
、
理
解
を
示

す
。
し
か
し
、
強
い
ら
れ
て
い
る

 山  岸  勇 真   くん（聖）
やま ぎし ゆう ま

（2歳、H15.4.16生）
　ボールを上手に蹴飛
ばしたり、投げたりす
ることが大好きな勇。
よたばかりしてお兄
ちゃんにおこられてば
かりだけど、これから
も元気に遊んで大きく
なってネ！

 直  井 さくらちゃん（常田）
なお い

（２歳、H15.4.5生）

　いつも元気いっぱい、

テレビを見ながら、一

緒におどるのが大好き

です。お話もいっぱい

できるようになったね。

おしゃべりなさくらで

す。

忍
従
に
対
し
て
立
ち
上
が
ろ
う
と

す
る
と
、
社
会
は
理
解
を
示
さ
な

い
。
差
別
意
識
の
な
い
差
別
・
偏

見
と
言
え
よ
う
か
。

　

も
と
よ
り
、
こ
の
差
別
意
識
の

な
い
差
別
･
偏
見
も 
無  
癩  
県 
運
動

む 

ら
い 
け
ん

な
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。「
同
情
」
と
「
社
会
的
浄
化

（
民
俗
浄
化
）」が
運
動
の
論
理
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
3
月
2
日

毎
日
新
聞
よ
り
一
部
転
用
）

　

こ
の
記
事
で
、
考
え
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
の
一
つ
。
人
は
、
人
権
侵

害
に
対
し
て
忍
従
し
て
い
る
人
に

は
「
同
情
」
と
「
理
解
」
を
示
す

が
、
人
権
問
題
と
し
て
立
ち
上
が

っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は
非
情
で

あ
り
、
差
別
･
偏
見
の
刃
を
向
け

る
人
が
い
る
。
こ
の
様
相
は
、
他

の
人
権
問
題
に
も
見
ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。
人
権
を
正
し
く
理
解
し

て
い
な
い
人
た
ち
の
作
り
出
す
最

大
の
罪
悪
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
自
分
も
加
害
者
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
た
い
。
人
と
し
て
の
醜
さ

を
感
じ
と
っ
て
、
人
権
の
自
己
変

革
に
と
り
く
む
必
要
を
強
く
思
う
。

 ※５月（生れの）とうみっ子を募集します。（対象者：５月生れの３歳まで）住所・氏名・ＴＥＬ・コメントを添えて
　 企画課までお送りください。締め切りは４月１１日（月）必着です。

 柳 
やなぎ

 沢  栞 奈   ちゃん（大石）
さわ かん な

（1歳、H16.4.21生）
　パパゆずりの大きな
体で、好奇心いっぱい
に動き回る栞奈。いた
ずらっぷりには毎回驚
かされるけど、この笑
顔を見たら許しちゃう
よ。これからもたくさ
んの人に囲まれ、のび
のび育ってね！

とうみ
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田
中
児
童
館
は
、
田
中
小
学
校
の

東
隣
に
あ
り
ま
す
。
授
業
日
に
は
、

小
学
校
の
児
童
の
み
な
さ
ん
が
大
勢

来
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
に
遊
ん
で

い
ま
す
。
「
た
だ
い
ま
」
と
あ
い
さ

つ
し
て
入
り
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
帰
り

ま
す
。

　

館
内
で
は
、
宿
題
を
し
た
り
遊
ん

だ
り
し
て
、
自
由
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
遊
戯
室
で
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
や

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
一
輪
車
を
し
、
図

書
室
で
は
、
ド
ミ
ノ
や
オ
セ
ロ
な
ど

が
で
き
ま
す
。
庭
で
は
サ
ッ
カ
ー
や

砂
遊
び
、
ま
ま
ご
と
な
ど
が
で
き
ま

す
。
カ
ナ
ヘ
ビ
や
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え

た
り
、
花
摘
み
や
色
水
作
り
を
し
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

季
節
折
々
に
計
画
す
る
行
事
に
進

ん
で
参
加
す
る
人
が
多
く
、
楽
し
い

一
年
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

４
月　

一
年
生
を
迎
え
る
会

５
月　

鼻
の
ブ
ロ
ー
チ
作
り

６
月　

ス
リ
ッ
パ
を
飛
ば
そ
う
会

７
月　

紙
ぼ
う
し
作
り

８
月　

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
会

９
月　

ぶ
ど
う
作
り

　

月　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
会

１０
　

月　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
会

１１
　

月　

ク
リ
ス
マ
ス
の
か
ざ
り
作
り

１２１
月　

新
年
お
楽
し
み
会

２
月　

お
ひ
な
さ
ま
作
り

３
月　

簡
単
ホ
ッ
ケ
ー
の
会

　

田
中
児
童
館
に
来
る
子
ど
も
た
ち

は
、
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
よ
く
で
き

ま
す
。
素
直
で
明
る
い
子
ど
も
が
大

勢
い
て
、
と
て
も
い
い
雰
囲
気
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
元

気
よ
く
遊
び
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
４
月
に
大
豆
さ

ん
を
う
え
ま
し
た
。　

月
の
し
ゅ
う

１１

か
く
ま
で
、
み
ず
や
り
を
し
た
り
、

草
む
し
り
を
し
た
り
と
大
切
に
育
て

ま
し
た
。

　

ぶ
じ
、
大
豆
さ
ん
の
し
ゅ
う
か
く

が
お
わ
り
、
大
豆
さ
ん
の
料
理
を
し

ま
し
た
。
き
な
こ
と
豆
ふ
を
作
り
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
お
い
し
く
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　
　

月
に
横
堰
に
あ
る
、
森
さ
ん
の

１１
四
季
の
森
へ
行
き
ま
し
た
。

こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
意
見
が
大
切

に
さ
れ
、
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
性
が
尊

重
さ
れ
、
発
揮
で
き
る
生
徒
会
を
目

指
し
て
い
こ
う
と
出
発
し
ま
し
た
。

　

一
人
の
小
さ
な
声
や
力
で
も
、
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
心
を
一
つ

に
し
て
い
け
ば
必
ず
大
き
な
力
と

な
っ
て
、
思
い
も
よ
ら
な
い
結
果
を

出
す
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
い
る

か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
、
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
の
最
初
に
掲
げ
た
�
あ
い

さ
つ
運
動
の
推
進
�
は
、
わ
ず
か
な

期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
歩
前
進

の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
会
役
員
が
一
丸
と
な
っ

  
大
豆
さ
ん

　
　

祢
津
小
学
校

二
年
一
組　
 
半  
田 　
 
莉  
幸 　

は
ん 

だ 

り 

こ

（
新
屋
）

　

昨
年　

月
、
不
安
い
っ
ぱ
い
で
先

12

輩
た
ち
か
ら
引
き
継
い
だ
新
生
徒
会

も
早
い
も
の
で
３
ヵ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
僕
が
生
徒
会
長
に
な
る
時
、
全

生
徒
の
皆
さ
ん
と
約
束
し
た
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
は

　

一
、 

あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

　

二
、 

省
エ
ネ
活
動
の
推
進

　

三
、 

清
掃
・
美
化
運
動
の
推
進

の
３
つ
で
し
た
。
全
校
生
徒
数
が
八

百
人
を
超
え
る
僕
た
ち
の
東
部
中
学

校
で
は
、
マ
ン
モ
ス
校
で
あ
る
か
ら

 
生
徒
会
を
引
き
継
い
で

東
部
中
学
校　
 
押  
金 　
 
光 
一
   
　

お
し 
か
ね 

こ
う 
い
ち

（
東
深
井
）

 
い
き
も
の
さ
が
し

　
　

祢
津
小
学
校

　

二
年
二
組　
 
清  
水 　

し 

み
ず

 
崚 
哉

り
ょ
う   
　や

（
新
屋
）

て
取
り
組
ん
だ
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震

の
緊
急
募
金
は
、
僕
た
ち
の
予
想
を

は
る
か
に
上
ま
わ
る
多
く
の
募
金
を

募
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
年
生
へ
の
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る

�
三
年
生
を
送
る
会
�
で
は
、
役
員
・

在
校
生
が
心
を
一
つ
に
準
備
を
し
、

当
日
は
大
感
動
で
大
成
功
の
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
生
生
徒
会
も
出
発
し
た
ば
か
り

で
す
が
、
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
積
み

重
ね
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
な
く
、

先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
を

守
り
な
が
ら
新
し
い
歴
史
を
築
く
思

い
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ぼ
く
は
、
友
達
と
い
き
も
の
探
し

を
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
見
つ
け
た
の

は
と
う
め
い
で
、
ぷ
よ
ぷ
よ
し
た
も

の
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
は
さ
み

虫
の
よ
う
な
虫
で
す
。
そ
の
、
虫
は

何
匹
も
見
つ
け
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
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 花 　 岡 　 厚 　良   さん（22歳、出場）
はな おか あつ よし

勤務先：自営業「癒しの空間Melt」（整体）ほか

・今の仕事のやりがいは･･･自営業「癒しの空間 Melt」の名前

で整体師の仕事をしています。その他にトラックでの配

達もしていて忙しい毎日を送っています。整体師は長野

市で学び、真田町、千葉県で修業をし、昨年８月に市内

の県へ店をオープンしました。私の場合はすべて指圧に

より筋肉をほぐして骨の矯正を行います。足裏マッサー

ジもするので、どこが悪いかもある程度分かります。や

りがいは、マッサージの後にお客様が気持ちいい顔をし

てくれ、「楽になった。ありがとう。」と言ってくれた

ときですね。

・夢は･･･市内におじいさん、おばあさんが健康になれる健

康増進複合施設をつくってみたいです。

・好きな言葉は･･･「有言実行」です。でも難しいですね。

・東御市に望むことは･･･市になっても自然と人間関係はこ

のままの姿であって欲しいと思います。仕事を通じて人

と人とのふれあいから、やさしさを得られますし、知ら

ない人でもあいさつできるこの環境が好きです。

子
と
は
い
え
、
パ
ッ
ク
の
速
度
は
、

時
速
１
０
０
キ
ロ
を
越
す
。
リ
ン
ク

を
走
る
速
さ
、
激
突
場
面
も
数
々
あ

り
、
今
大
会
で
も
２
人
が 
脳  
震  
盪 
、

の
う 
し
ん 
と
う

１
人
が
鎖
骨
骨
折
と
激
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

　

監
督
業
に
つ
い
て
は
「
選
手
あ
っ

て
の
監
督
で
す
。
い
か
に
し
て
的
確

に
指
示
し
選
手
が
気
持
ち
良
く
プ
レ

ー
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
、
常
に
考

え
、
今
も
独
学
で
コ
ー
チ
ン
グ
、
戦

術
を
学
ん
で
い
ま
す
。」
と
語
る
。

　

最
後
に
「
な
か
な
か
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
少
な
く
残
念
で
す
。
一
度

試
合
を
観
て
欲
し
い
で
す
ね
。
プ

レ
ー
の
速
さ
、
激
し
さ
は
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。
東
御
市
か
ら
も
選
手
が

育
て
ば
い
い
で
す
ね
。」自
身
は
昨
年

腰
の
手
術
を
し
、
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね

て
週
２
、
３
回
は
ゆ
う
ふ
る
t
a
n

a
k
a
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。「
ま
だ
ま
だ
自
分
も
プ
レ
ー

を
し
て
い
た
い
。
子
ど
も
も
ホ
ッ
ケ

ー
を
始
め
そ
う
な
の
で
負
け
な
い
よ

う
に
。
良
か
っ
た
ら
皆
さ
ん
も
ど
う

で
す
か
。」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

阿
部
永
さ
ん
は
、
女
子
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
「
軽
井
沢
フ
ェ
ア
リ

ー
ズ
」
の
監
督
を
務
め
て
い
る
。
２

月
に
青
森
県
で
開
催
の
第
９
回
全
日

本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
Ｂ

に
出
場
、
チ
ー
ム
を
３
位
に
導
い
た
。

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は　

人
が
ベ
ン

２２

チ
に
入
り
、
５
人
の
選
手
と
キ
ー

パ
ー
１
人
の
計
６
人
で
ゲ
ー
ム
を
進

め
て
い
く
。　

分
×
３（
ピ
リ
オ
ド
）

２０

の　

分
で
勝
負
が
争
わ
れ
る
。

６０

　

全
日
本
選
手
権
ま
で
の
道
の
り
は

遠
く
、
県
大
会
で
１
位
が
北
信
越
・

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
、
２
位

ま
で
に
勝
ち
残
ら
な
い
と
全
国
大
会

に
出
場
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
大
会
に
は
９
回
連

続
出
場
、
今
ま
で
の
最
高
は
３
位
。

そ
れ
だ
け
に
今
回
の
３
位
は
結
果
的

に
は
満
足
出
来
な
い
。「
や
は
り
決

勝
戦
に
進
み
た
か
っ
た
。
自
分
に
と

っ
て
は
夢
の
舞
台
で
す
。」
と
話
す
。

選
手
は
軽
井
沢
周
辺
と
長
野
か
ら
の

出
身
が
多
い
。

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
魅
力
を
「
ス

ピ
ー
ド
と
迫
力
」
と
話
す
監
督
。
女

　１８年前軽井沢国体から選手として出場。

その時旧東部町に移住。県国体チームキャ

プテン、コーチを経て現女子チームコーチ

就任４年前より監督となる。東京特殊電線

㈱勤務。栃木県日光市出身。

 阿  部  永
あ べ

   さん（東上田・42歳）

ひさし

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
はははははははははは
全全全全全全全全全全
日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本
選選選選選選選選選選
手手手手手手手手手手
権権権権権権権権権権
BBBBBBBBBB
優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

 
夢
は
全
日
本
選
手
権
B
優
勝
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ププププププププププ
リリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーー
ググググググググググ
入入入入入入入入入入
りりりりりりりりりり
をををををををををを
目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすす

　

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
す

第９回　全日本女子アイスホッケー選手権Ｂにて

とうみ
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東御市社会福祉協議会（２月中の受付分です）

飯嶋　良彦　様 100,000円

東御市くらしの会、長命寺　様
　　　　　　　　　　　　バザー売上金 10,000円

こちら119（東御消防署）

善 意 を あ り が と う

合　計旧北御牧旧 東 部

27（47）３（４）24（43）件　数

９（35）３（４）６（31）傷　者

  0 （  0）０（０） 0 （０）死　者

市内交通事故統計　　　　　　　　　　
 ２月２８日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の２月の出動件数＝

火災　１件（３件）　救急　76件（157件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１６年２月平成１７年２月

19.0度（　日） 16.3度（22日） 最高気温

－7.6度（　日） －8.0度（28日） 最低気温

2.2度　　　　1.6度　　　　平均気温

70.9％　　　　72.6％　　　　平均湿度

26.0㎜　　　　10.0㎜　　　　降 水 量

 ４月の納税 

�市県民税（特7期）

�国民健康保険税（特11期）

４月カレンダー

土金木水火月日

21

9876543

16151413121110

23222120191817

30292827262524
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　２０歳になると、学生も国民年金に加入するようにな
ります。しかし、学生は一般的に収入がないので、国
民年金保険料を納めるのが困難です。だからといって、
納めないと病気やケガという「万が一」のときの年金
が受けられません。そこで学生には、在学中の国民年
金保険料が猶予される「学生納付特例制度」がありま
す。

どんな人が？
・学生（一部対象とならない各種学校があります）
・本人の前年の所得が、１１８万円以下であること

申請には
　申請には　①学生証の写し（平成１７年４月から平成
 １８年３月まで在学している記載があるもの）、または
在学証明書　　②年金手帳　　③印鑑　　が必要です。

承認期間は
　承認期間は　①申請した年度の４月から翌年の３月
までです。②病気やケガで一定の障害が残った場合は、
障害基礎年金が受けられます。③年金を受けるための
資格期間（受給資格期間）にはなりますが、年金額に
は反映されません。そこで、年金額を満額にするため
に、「追納」するようにしましょう。

「追納」・・
　国民年金保険料の免除や猶予を受けた期間を１０年前
までさかのぼって納めることをいいます。
　なお、承認を受けた年度から３年以上過ぎた期間
（例・平成１４年度以前分を平成１７年度に納める場合）
の国民年金保険料には、加算額がつきます。

ワンポイント
　学生納付特例の申請は毎年度必要です。

　 問い合わせ先　市民課　国保年金係 

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

学生納付特例制度をご存知ですか？

とうみ

　以前にもご紹介しました、プ

ラスチックごみ（容器包装プラ

スチック）の処理過程を今回は

見やすい図解で説明します。

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
NNNNNNNNNNoooooooooo..........7777777777　　  　 No.7

 リサイクルされ
 るプラスチック
 ごみの復習

　平成16年度の全国市町村からの引取実績量は17年１月現在で37万

2262トン、その内再商品化製品量は25万6371トン、再生率は約69％です。

（日本容器包装リサイクル協会ホームページより）

プラスチックのリサイクルの流れ
　容器包装プラスチックのリサイクルは、消費者が住んでいる市町村の分

別方法にしたがって出すことから始まります。引き取られたプラスチック

は再商品化事業者がリサイクル原料とし、これを再商品化製品利用事業者

が引き取り、様々な再生プラスチック製品や、製鉄所等の高炉材として再

利用されています。

  
健
康
に
い
い

　
　
　

食
生
活
を

　

毎
日
の
食
事
を
あ
な
た
は
、
楽

し
く
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す

が
好
き
」「
外
食
が
多
く
野
菜
が
不

足
し
て
い
る
」な
ど
で
す
。　
　
　

　
　
　
　

　

最
近
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
が
多
く
出
回

て
い
た
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
が
多
く
、
使
う

頻
度
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
食
品
、
食
生
活
を
続

け
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
塩
分

や
脂
肪
を
と
り
す
ぎ
る
傾
向
が
あ

る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と

こ
ん
に
ち
は

 
こ
ん
に
ち
は

栄
養
士

      
栄
養
士
で
す
で
す

冨山　恵栄養士

か
？

　

近
ご
ろ
、
こ
ん
な
心
あ
た
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
最
近
、
太
っ

た
と
い
わ
れ
る
」、「
塩
辛
い
も
の

を
よ
く
食
べ
る
」「
脂
っ
こ
い
料
理

な
る
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
高
脂

血
症
な
ど
を
招
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
が
、

骨
粗
し
ょ
う
症
や
貧
血
な
ど
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、「
質
、
量
と
も
に
き
ち

ん
と
し
た
食
事
」や「
家
族
や
友
人

な
ど
と
の
楽
し
み
な
が
ら
の
食
事
」

「
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
る
食
事
」

を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

規
則
正
し
い
食
生
活
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
、
身
体

的
な
健
康
ば
か
り
で
な
く
、
精
神

的
な
面
で
も
よ
い
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
食
事
は
、
た
だ
空
腹
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、

幸
せ
に
、
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
充
実
し
た
食
生
活
が

大
切
で
す
。
普
段
の
自
分
や
家
族

の
食
生
活
を
見
直
し
て
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

　再生率69％が多いか少ないかは何とも言えないところですが、消費者の

役割として出来る事（分別・洗う）をできる限りしないと再生率は低下し、

使える資源がただ浪費（廃棄物として埋立等）されるだけです。

　循環型社会に向け、さらなるご協力とご理解をお願いします。

37

（日本容器包装
　リサイクル協会
　広報誌参照）
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　東御市味セミナーが２月２７日、中央公民館で開催されま
した。
　昔ながらの郷土の味を復活させ、また、新しいアイディ
アを取り入れた東御の味を掘り起こし、食文化の伝承と地
産地消をすすめることを目的に行われたセミナーには、約
 １３０人が参加しました。
　料理研究家　横山タカ子さんの「作って楽しむ信州の食
卓」と題した講演や、参加者による「湯ごねおやき」の手
づくり講習、地元農産物を使った「東御の味」料理の紹介
・試食などが行われ、手づくりの味を楽しんでいました。

できごと短信
２・６ ▼第１回東御市柔道体

　　　重別交流試合開催

　　　　東御市関係者結果

　　　　（優勝者のみ、敬称略）

　�中量級男子1･2年

　　　　　　　　 小 
こ

 林 　
ばやし

 耀  平 
よう へい

　�軽量級男子5･6年

　　　　　　　　 宮  森 　 奎  成 
みや もり けい せい

　�中量級男子5･6年

　　　　　　　　 若 
わか

 林 　
ばやし

 大  祐 
だい すけ

　�軽量級女子1･2年

　　　　　　　　 上  原  万  智  子 
うえ はら ま ち こ

　�重量級女子3･4年

　　　　　　　　 小  山 　 由  香 
こ やま ゆ か

３・７ ▼アメリカ合衆国マド

ラス市高校生ホーム

ステイ（～18）

３・１４ ▼農業委員当選証書付

与式

　　　 ▼とうみしのうた制作

のため、小坂明子さ

んが来市

３・１９ ▼くるみ幼稚園・海野

保育園卒園式

３・２５ ▼市内保育園卒園式

材料　分量（４人前）
　小芋　　　12～15個
　揚げ油　　適量
　味噌　　　大さじ4
　砂糖　　　大さじ２

　

38

【作り方】
①小芋（直径３～４ｃｍ位
のもの）を、皮のついた
まま油で揚げる｡

②芯まで火が通ったら取り
出し、熱いうちに味噌、
砂糖をからめる。

材料
　薄力粉　　　カップ1
　りんご　　　小1個
　むしパンミックス　カップ1
　サラダ油　　50cc
　バター　　　大さじ2
　木綿豆腐　　200g
　砂糖　　　　カップ1/2
　レーズン　　カップ1/2
　くるみ　　　カップ1/2
　ラム酒or焼酎　大さじ2
　蜂蜜　　　　大さじ1
　卵　　　　　１個
　ベーキングパウダー　大さじ1/4
【作り方】
①りんごは皮をむいて5㎜ 厚さ
のいちょう切りにして蜂蜜と
和える。レーズンはラム酒と

混ぜ、ラップをしてレンジで
1～2分加熱する。
②くるみはラップなしでレンジ
にかけ、キッチンペーパー等
で皮をとり粗く刻む。
③薄力粉、むしパンミックス、
ベーキングパウダーをあわせ
てふるいにかける。
④ボールに卵を溶きほぐし、砂
糖、サラダ油溶かしたバター
の順に加えて混ぜ、さらに豆
腐を加えてよく混ぜる。
⑤④に①、③を加えてさっくり
混ぜる。
⑥ケーキ型にオーブンペーパー
を敷いて、⑤を流し入れ180
度のオーブンで約20分焼く。

材料
　米粉　　　　　100g
　熱湯　　　　　100cc
　ドライ巨峰　　10粒
　蜂蜜　　　　　小さじ２
【作り方】
①予めドライ巨峰は､少量
の水で煮立たせそのまま
にしておくか､ワインに

漬け込んでおく｡
②米粉を熱湯でこね､10 ヶ
に丸めておく。
③鍋にお湯を沸かし､①を
10分ゆでる｡
④中央を押し､ドライ巨峰
を押し込む。
⑤少し冷めてから、蜂蜜を
からめる。

『東御の味』出品料理（当日出品された料理の一部をご紹介します。）

じゃがいもの揚げ味噌あん（北御牧母親連絡会出品）

巨峰入り団子（農事組合法人　味工房ゆらり出品）

ふるさといっぱいケーキ（JAのぞみ出品）

～作って楽しむ東御の味～　　　　　　

東御市味のセミナー開催

　２月27日、第25回東信少年柔道大会が上田市で行われ、
Ａチームが優勝し、２連覇を果たしました。上位４チーム
中、最軽量のＡチームの選手は、自分よりも大きい選手を
相手によく動き、攻めました。応援する子どもたち、父兄
の気持ちが一つとなり、最高の結果となりました。私塾以
外での2連覇は初めてのことです。
　写真左から　（先鋒） 斎  藤  雄  高 （祢津小4年）

さい とう ゆ たか

　　（敬称略）　（次鋒） 中  村  祐  太 （田中小4年）
なか むら ゆう た

　　　　　　　（中堅） 坂  口  仁  美 （田中小5年）
さか ぐち ひと み

　　　　　　　（副将） 東 
あずま

　 鉄  也 （田中小5年）
てつ や

　　　　　　　（大将） 渡  部  真  博 （田中小5年）
わた べ まさ ひろ

東御市東部柔道教室 ２連覇達成

「 春 
チュン

 川 
チョン

鶏カルビ」

材料
・こうじみそ　500ｇ
・砂糖　　　400から450ｇ
・粉唐辛子　100～130ｇ
・塩　　　　大さじ２
・酢　　　　大さじ１

　▲ 林 
はやし

　 澄 子   さん
すみ こ

　　　　　（本海野）

作り方
●１ 鍋に水４カップと塩を入れて強火で
煮立て、味噌と砂糖を加えて溶かし
ます。これに粉唐辛子を加え（フルって
入れるとダマにならない）、よく混ぜ、
弱火にして焦がさないように混ぜなが
ら煮詰めます。
●２ ①がボコボコ煮立っても、５～6分煮
ます。火を止め人肌に冷めたら酢を
加え、冷たい場所で保存します。半
年間は持ちます。
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とうみ

　3月号のトピックスに掲載した「キッ
チンDEこんにちは」で調理した春川
（チュンチョン）鶏カルビを掲載します。
韓国では春川の地名を知らなくても、春
川カルビは知っているという有名な料理
です。ぜひ、作ってみてください!!
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材料（４～５人分）
　・鶏モモ肉　　400ｇ
　・キャベツ　　1/２個
　・玉ねぎ　　　1/２個
　・人参　　　　100ｇ
　・さつまいも　100ｇ
　・ニラ　　　　１把
　・長ネギ　　　１本
　・トック　　　300ｇ
　・その他　油、ごま
たれ
　・コチュジャン大さじ２

　・醤油　　　　　大さじ２
　・ごま油　　　　大さじ１
　・煎りごま　　　大さじ１
　・酒
　・水あめ
　・ニンニク　　　大さじ１
　・コショウ　　　少々

作り方
●１ 薬味たれ材料を混ぜておきま
す。（煎りごまは除く）

●２ 鶏肉は一口大に切り、①のた
れで味を染み込ませ30分位お

きます。
●３ キャベツ、玉ねぎ、人参、ニ
ラ、長ネギ、さつまいもを食
べやすい大きさに切ります。
（さつまいもは１．５センチの
棒の形に切る）
●４ 熱くなった鉄板に油をひき、
強火で鶏肉を炒めます。半ば
炒めたら、用意した野菜と
トックを均等に混ぜます。
●５ 炒めたら火を弱め、ゴマを
ふっていただきます。

「即席コチュジャン」
（唐辛子みそ）

※韓国料理を作るときにこのコチュジャンはよく使われ、鍋物、ご飯物、煮物、和え物など
によく合います。韓国では米、麹、粉唐辛子を主原料にじっくりと熟成されることにより、
唐辛子独特の香気が引き出され、加えて甘味、辛味、酸味などが一体となったその味は、
韓国の人々が気候風土に合わせて生み出した調味料の最高傑作といわれています。また、
多くの韓国料理はこのコチュジャンで決まるとまで言われます。

　3月16日、市内２中学校で卒業式が行われ、そのなかで、
小学校６年間、中学校３年間の計９年間、雨の日も風の日
も雪の日も、１日も休まず学校に通い続けた生徒に対して、
市から９カ年皆勤賞が授与されました。今年度は10人の
皆さんが受賞しました。
　皆勤した皆さんは、「長いようで短い９年間、とても充
実していました。振り返れば、よくがんばったと思います。
これからも、これを励みにがんばりたいと思います」と話
していました。

皆勤された方は以下のとおり（５０音順・敬称略）

� 大  村  勇  太  郎 （伊勢原、東部中）
おお むら ゆう た ろう

� 小 
こ

 林 
ばやし

　 直  矢 （田中、東部中）
なお や

� 関 　　 朋  美 （東上田、東部中）
せき とも み

� 高  藤 　 伊  織 （原口、東部中）
たか とう い おり

� 中  村 　 貴  浩 （東町、東部中）
なか むら たか ひろ

継続は力なり。これからもこれを励みに
10人が小中学校９カ年皆勤賞受賞

� 村  山 　　
むら やま

 聖 （片羽、佐久長聖中学）
さとし

� 柳 
やなぎ

 澤 　 千  華 （東町、東部中）
さわ ち か

� 山  極 　　
やま ぎわ

 航 （西海野、東部中）
わたる

� 山  極 　 祐  士 （西海野、東部中）
やま ぎわ ゆう し

� 横  関 　 美  咲 （大川、東部中）
よこ ぜき み さき

　３月６日、湯の丸スキー場第一ゲレンデにおいて、
第４２回湯の丸スキー大会が開催されました。当日は、
気持ちのいい晴天のもと、270人の選手が自分との戦
いに挑戦しました。
　毎年恒例の豚汁サービスも振る舞われ、楽しい１日
を過ごしました。「来年はもっと大勢の人たちに参加
して欲しいです」と関係者の皆さんは話していました。

第42回 湯の丸スキー大会が開催

　3月13日、知
的障害者グルー
プホーム「やわ
らぎ」の開所式
が栗林公民館で
行われました。
　地元区民をは
じめ法人関係者
など６０余名の出
席者の中、入居

者４名を囲んで和やかにスタートしました。
　今月号の特集でも取りあげましたが、「円居」に次ぐ
２つ目のグループホームです。障害者が生活支援の難
しさを感じながらも、地域のなかで暮らしていく大き
な試みです。「『やわらぎ』では、ショートステイや自
律体験事業などを活用し、より多くの障害者支援の場
所としたいです。ぜひ、『やわらぎ』をのぞいてみてく
ださい。」とさんらいずホール茅野施設長は話していま
した。

知的障害者と地域との交流の場として
やわらぎ開所式
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▼
「
春
は
別
れ
の
季
節
…
…
」
と
表
紙
に
載
せ
た
も
の
の
、

校
了
直
前
に
人
事
異
動
の
内
示
が
出
さ
れ
、
私
が
こ
の
４

月
号
を
も
っ
て
市
報
か
ら
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
旧
東
部
町
で
広
報
を
２
年
間
担
当
し
、
市
報
で
１
年
間

の
計
３
年
間
、
広
報
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
接
し
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く

こ
と
で
、
私
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し
な
が
ら
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

▼
３
年
前
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
文
章
を
書
く
の
が
全
く
苦

手
な
私
が
担
当
に
な
り
、
不
安
な
状
況
で
毎
日
、
毎
月
夜

遅
く
ま
で
原
稿
作
成
に
奔
走
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

ま
た
、
記
事
内
容
が
夢
に
ま
で
出
て
き
た
こ
と
も
数
知
れ

な
い
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
▼
雨
の
日
も
風
の
日
も
雪
の
日

も
、
ま
た
風
邪
を
ひ
い
て
も
体
調
が
悪
く
て
も
取
材
と
編

集
に
勤
し
ん
だ
こ
と
が
、
今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。
そ

ん
な
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
３
年
間
連
続
で
県
の
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
は

充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
▼
市
報
と
う
み
は
お
知
ら
せ
版
を
除
き
、
担
当
者
と

の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
よ
り
原
稿
依
頼
も
し
ま
す
が
、
基

本
的
に
す
べ
て
一
人
で
企
画
、
写
真
撮
影
、
取
材
、
編
集

作
業
を
こ
な
し
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
発
行
後
に
誤
字
・
脱

字
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
▼
最
後

に
、
私
の
不
規
則
な
仕
事
を
十
二
分
に
理
解
し
、
３
人
の

子
育
て
と
家
事
を
こ
な
し
て
く
れ
た
私
の
妻
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
▼
そ
し
て
こ
の
経
験
を
次
の
職
場
で
活

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

（
前
市
報
担
当　

柳
橋
）

編
集
後
記

　

新
制
作
協
会
の
長
老
、
荒
井
茂
雄
先
生
は
、
現
在　

歳
で

８５

東
御
市
田
中
の
出
身
で
す
。
4
月
9
日
か
ら
5
月　

日
ま
で

２２

当
館
で
荒
井
先
生
の
作
品
展
「
ボ
ッ
ク
ス
ア
ー
ト
」
を
開
催

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

荒
井
先
生
は
、
こ
う
語
ら
れ
て
い
ま
す
。�
万
物
は
生
か

し
合
う
た
め
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
私
も
そ
の
中
の
一
人
で

す
。
自
己
を
生
か
し
、
様
々
な
モ
ノ
や
カ
タ
チ
を
私
の
世
界

で
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
、
生
か
せ
る
か
、
生
か
せ
た
か
、

活
き
活
き
と
生
か
せ
た
と
き
に
私
の
作
品
は
完
成
で
す
。
こ

の
度
の
個
展
に
は
、
モ
ノ
や
カ
タ
チ
の
仲
間
た
ち
に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
作
品
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。�と
。
私
は
常
々

廃
品
と
な
っ
た
金
属
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
息
を
吹
き
か
け
、
生

命
力
を
与
え
、
芸
術
品
と
し
て
蘇
ら
せ
た
作
家
た
ち
（
木
村

直
道
、
菅
創
吉
、
此
木
三
紅
大
【
現
在
ガ
ン
ダ
彫
刻
を
制
作

さ
れ
て
い
る
】）の
仕
事
に
魅
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
10,96９世帯（+５）

総人口
32,169人（－1０）
男 15,810 人 （＋１）
女 16,359人 （－１１）

（３月１日現在）

人の動き

そ
の　
１２

「
大
盤
振
舞
い
」　
　
 
荒  
井  
茂  
雄 

あ
ら 
い 
し
げ 
お

転入　89人（－２１)
転出　98人（＋７)
出 生　21人 （＋５）
死 亡　22人（＋７）
 ※カッコは２月対比

荒井茂雄（1920－）
長野県小県郡県村（現東御市
田中）に生まれる。猪熊弦一
郎に師事し、1948年新制作派
展初出品。１９６９年新制協会会
員になる。第１３回安井賞展出
品。１９８３～８６年国際形象展出
品。１９９８年東京国際美術館に
て荒井茂雄画業 ５０年記念自選
展。１９９０年頃からボックス
アートのユニークな制作活動
を続けている。

廃
品
に
な
っ
た
も
の
を
集
め
て
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
オ
ブ
ゼ
ー

と
し
て
芸
術
作
品
を
創
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
前
衛
芸
術
を

荒
井
先
生
の
作
品
か
ら
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

荒
井
先
生
の
作
品
の
魅
力
は
、「
大
盤
振
舞
い
」
と
い
う
作

品
を
見
て
も
一
目
瞭
然
で
す
。
写
真
に
あ
る
よ
う
に
色
と
り

ど
り
の
小
さ
な
ボ
タ
ン
の
集
合
の
微
妙
な
美
し
さ
に
心
ひ
か

れ
、
紙
の
女
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
そ
の
中
に
置
き
、
濃
紺
の
背

景
を
仕
立
て
、
ピ
ン
ク
の
枠
で
作
品
全
体
を
引
き
締
め
て
い

ま
す
。
先
生
の
セ
ン
ス
の
良
さ
に
�
万
物
は
生
か
し
合
う
た

め
に
存
在
し
て
い
る
。
私
も
そ
の
一
人
�
と
言
わ
れ
た
言
葉

に
、
自
分
を
含
め
た
モ
ノ
と
カ
タ
チ
の
参
加
意
識
に
支
え
ら

れ
た
表
現
の
世
界
に
、
私
は
目
を
見
張
る
思
い
が
し
ま
す
。

先
生
の
�
ボ
ッ
ク
ス
ア
ー
ト
�
は
見
る
者
も
先
生
と
一
緒
に

な
っ
て
喜
び
を
共
有
で
き
る
楽
し
い
作
品
群
で
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
展
示
会
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

（
文
・
梅
野
隆
館
長
）
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